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（英： 30語程度） 20 
The first structure determination of new juvenile hormone isolated from a 21 
heteropteran insect, Plautia stali is described. The structure determination 22 
was successfully achieved by a new approach starting from speculation of 23 
the target molecule. 24 
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とが本戦略の要である．推理のための状況証拠は JH の生合成実験（アラタ体45 
培養）と質量分析を拠り所としている（図 3)．JH はアラタ体と呼ばれる内分46 
泌組織で生合成され，体内に分泌される．この仕組みを利用して，カメムシか47 
らアラタ体を摘出・培養することで，アラタ体が生産するであろう JH を検出48 
することが試みられた．超微量のホルモンを検出するためには超高感度な分析49 





その Rf値は，既知の JH 類とは一致せず JHIII と JHB3の中間に位置した．ま55 
た，同条件下，培養条件に炭素数 15の鎖状セスキテルペン，ファルネソールを56 
添加しところ生産物の量が増加した．これより，カメムシのアラタ体の生産物57 
はこれまでに報告されている JH 類と同じような分子極性を備えているが，新58 
規であることが示唆された．さらなる情報を得るために，アラタ体培養抽出物59 
の質量分析が行われた．その結果，複数のピークの中に JHIII（分子量 266，60 
C16H26O3）より 16 分子量が大きい分子（分子量 282）が確認された．これに61 






図 2 構造決定手順の比較 64 
 65 
図 3 候補分子の推理 66 
 67 
図 4 候補分子の合成と TLC分析 68 
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販品より２段階で合成された（図 4）．合成混合物は TLC上でほぼワンスポッ74 
トに観測され，その Rf 値はアラタ体培養実験で確認されたものと同じであっ75 
た．また，弱いながら JH 活性（チャバネアオカメムシの終齢幼虫が成虫に脱76 
皮しないこと)も確認された．これらの結果を踏まえて，混合物の分離と JH活77 
性試験が行われた．  78 
ワンスポットの混合物を分離することは困難が予想されたが，順相のキラル79 
カラムを用いることで 20程度のフラクション（Fr)に分離できた．各 Frの JH80 
活性が調べられた結果，Aと Bに強力な JH活性が認められた．これらの NMR81 



















り，Aと Bはジアステレオマーの関係にあることがわかった．候補が 2つにな93 
ったところで，天然物との同定がガスクロマトグラフィー(GC)/MSにより行わ94 
れた．天然由来の JHはチャバネアオカメムシ約 60頭分のアラタ体培養により95 
調製された．当初，通常の GCカラムで分離が試されたが分離することができ96 
なかったが，キラル GCカラムを用いることによってこの問題が解決された．97 
天然物由来の JHとの比較を行うと，2R,3S,10R配置である Aがチャバネアオ98 
カメムシのアラタ体生産物と一致した．これより，チャバネアオカメムシの JH99 
構造が A であると結論付けられた．本分子は新規であったことから JHSB3と100 
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